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牛の子宮液において,グルコース,イノシ トー ル,フラクトー スおよびその前駆物質であるソルビトー
ルが分離同定されたが,後 2着は雌動物体内で子宮液中にのみ存在する特異成分で,とくに黄体期のソル
ビトー ル値 (552.8mg%)は血液中のグルコ-ス値 (45mg%)よりも約10倍も高く,牛子宮液中の糖質
の主成分をなすこと,ソルビトー ルは卵巣ホルモンの支配をうけて,黄体初期に子宮内膜表面上皮細胞内
で産生され,この場合グルコースが酵素アル ドー スリダククーゼにより還元されてソルビトー ルに転換さ












1.年子宮液中で, グルコース,イノシ トー ルの他に, フラクトー スとその前駆物質のソルビトー ルが
分離同定された｡
2.7ラクトー スとソルビトー ルは,雌動物体内では子宮液中にのみ存在する特異的成分で, とくに黄
体期の子宮分泌液中のソルビトー ル値 (552･8mg%)は血液グルコース値 (45mg%)の約10倍も高く,
牛子宮液中の糖質の主成分をなす｡
3.ソルビトー ルは,卵巣ホルモンの支配を受けて,黄体初期に子宮内膜表面上皮細胞内で産生され,
この場合,グルコースが酵素アル ドー スリダククーゼにより還元されてソルビトー ルに転換される｡





6.不妊牛および過排卵誘起牛の子宮内では,ソルビトー ルは産生されないか, きわめて少ない｡ この
ことから,子宮内ソルビトー ル濃度が妊娠準備態勢の1つに関与することが考察される｡
以上のように本研究は牛の子宮分泌液の理化学的性状,ことに糖質の動態を明らかにした点で家畜繁殖
学に寄与するところが大きい｡
よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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